
１．研究の背景

今日において生活に欠かすことないガラスだが、その使用用途は窓ガラスや瓶、自動車ガラス、太陽
光パネル、耐熱容器等身近に使われているものが多い。これらのガラスのリサイクル用途としては、そ
の大半が原材料として、建築用ガラス、ガラスびん、道路塗装材、グラスウール、軽量発泡土木資材等
へ使用されている。しかしながら、これらの用途へのリサイクルにできないものについては埋立処分さ
れており、最終処分場の延命を考えると、他用途での検討が必要となっている。

また、国内での太陽光発電の導入も増加しており、将来的には、それらに使用される太陽光パネル
の廃棄量の増加も予想されている。太陽光パネルは構造上ガラスの構成比が高い為、これらのガラス
のリサイクルニーズは高まるものと想定される。

２．研究目的

埋立に回るガラスや太陽光パネルを中心とした廃ガラスの建築資材への利用を含めたリサイクル用

途について、研究・調査を行い、新たな製品開発へと展開することを目的とし、廃ガラスの新たなるリサ

イクルフローを確立する。

３．研究の成果
小型ミルを用いて粉砕時間の異なるガラス粉体の作成を行った。
昨年度の結果をもとに「高炉セメントB種」を使用したコンクリートの試作を行った。昨年とは異なりア
ルカリシリカ反応における膨張や試験体作成の膨張は確認されなかった。ただ、細骨材を30%ガラスに
置換したものについて、消泡材の使用が不可欠となるため、新たな設備導入が必要だと考えられる。
粉体を活性フィラーとして、ジオポリマーコンクリートの作成を行った。数種類の試験体を作成し、セメ
ントコンクリートとの比較を行った結果、強度や施工性の検討が必要であることが分かった。また、活性
フィラーを変更したジオポリマーの試作も行い、それぞれの有用性を比較した。
総評として、建築資材への使用の可能性は、コンクリートおよびジオポリマーともに見出すことができ
た。しかし、運用的な問題や基礎データが不足などの点から、事業性を考えるとまだまだ検証が必要で
ある。
４．データなど

廃ガラスの新たな建築資材への用途開発
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